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趣旨 

 3 月 11 日の東日本大震災によって、東京電力福島第一原子力発電所では、１号炉か

ら３号炉までが炉心溶融（メルトダウン）する最悪の事態が発生しました。水素爆発

や工場外壁の破壊などによって、高濃度の放射性物質が海水・大気・土壌に放出され

て環境を汚染する、未曾有の大事故となったのです。 
放出された放射性物質は、地域の住民や労働者だけではなく、まだ生まれていない

将来の子どもたちの健康と生命にとっても、計り知れない悪影響を与えるものと危惧

します。  

 私たちは、人間の生存を脅かす計り知れない原子力エネルギーの恐怖に、多大な犠

牲を伴いながら直面することになりました。この恐怖と犠牲を、未来に残してはなり

ません。エネルギー政策を根本から見直すことが必要です。  

 私たちは、自然を収奪し、エネルギーを無限に浪費する生活を見直し、自然エネル

ギーを中心とした「持続可能で平和な社会」を実現しなくてはなりません。そのため

に、原子力中心のエネルギー政策の転換を強く訴え、以下の事項の実現を要請します。 

 

 

 

要請事項 

１．原子力発電所の新規計画を中止し、浜岡をはじめとした既存の原子力発電所の計

画的な廃炉を求めます。 

 

２．もっとも危険なプルトニウムを利用する、高速増殖炉「もんじゅ」と、青森県六

ヶ所など再処理工場の廃棄を求めます。 

 

３．省エネルギー・自然エネルギーを中心に据えたエネルギー政策への転換を求めま

す。 
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呼びかけ団体 取り扱い団体 

さようなら原発1000万人アクション実行委員会 

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 
総評会館 1 階 原水禁気付 
電話 03-5289-8224 FAX03-5289-8223 
 
 

 

 
＊期 限  1 次集約…2011 年 9 月 10 日 ／ 第 2 次集約…2012 年 2 月 28 日         
＊送付先  上記の呼びかけ団体、または取り扱い団体に、署名の原本を送ってください。 

（コピーや FAX は不可です。） 
＊署名を送っていただく際には、必ず総筆数が分かるメモを付けてください。 


